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技術相談 

提供可能技術： 

・各種水質分析（TOC、BOD、COD、無機性窒素等）  

・各種ガス、有機酸分析（TCD、FID） 

・微生物衛生検査 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

・ガスクロ一式（SHIMADZU GC-8A 他）  

・分光光度計（SHIMADZU UVmini-1240 他）  

  

  

  

 

 

研究内容：  

 

◯DHS（down-flow hanging sponge）技術を用いたエネルギー最小消費型下水処理プロセスの開発 

 開発途上国では、生活排水、産業廃水が未処理のまま放出され深刻な水質汚染を引き起こしています。生活環

境の向上には水環境の向上が不可欠ですが、途上国では先進諸国が利用している高度な廃水処理技術の適用

が困難です。そこで、途上国でも適用可能な下水処理技術として DHS 技術の実証実験をインドとエジプトで実施し

ている。また、DHS処理水の灌漑利用を想定し、農業従事者や作物消費者への健康リスクを算出している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


